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１．概要（Summary） 

マスクアライナを利用してフォトリソグラフィーの手法で

マイクロリアクタを作成した。 

反応器に 1-メチル-1,4-シクロヘキサジエンを供給し、

脱水素反応を行い触媒上の反応中間体の構造推定を顕

微紫外分光や顕微赤外分光や顕微ラマン分光で行っ

た。 

触媒の担体となる反応器壁を変化させて、担体が反応

に与える影響について検討した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 マスクアライナ、スプレーコーター一式 

【実験方法】 

シリコンウェハーを空気酸化してシリコンの上にシリカの

薄層を形成した。これを基板としスプレーコーター一式で

レジストを塗布しマスクアライナを用いてパターンを転写、

TMAH、HFを用いてエッチングし反応流路を形成させ

た。再度酸化処理した後に白金触媒を流路壁面に直接

担持させた。流路に用途ごとにパイレックスガラスや石英

ガラス、KBrによるふたをして反応器を完成させた。ふた

にはステンレス管が取り付けてあり反応ガスの導入、流出

口とした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

原料として1-メチル-1,4-シクロヘキサジエンを用いて脱

水素反応を行った。触媒の担持方、担体の種類等を変化

させてその影響が中間生成物の赤外吸光、紫外吸光、ラ

マン散乱光による観察を行った。 

ここでは顕微ラマン分光でのスペクトル例を Fig.1に示

す。下から順に反応器内を窒素でパージしているとき、原

料を流通させているとき（2回）、最後に反応器内を窒素

でパージしているときのスペクトルである。すべてに共通

する 500cm-1付近のピークは反応器に用いている Siのピ

ークである。実験前後の窒素パージの際には他のピーク

は観察されなかった。原料を流しているときのみに観察さ

れる 3000cm-1付近のピークは原料由来のピークであり、

この結果と紫外分光、赤外分光の結果を組み合わせて反

応の解析を行っている。 
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Fig.1 Raman spectrum 


